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　 　 　 　 　 　 　 　 む

る こ と を 示す もの と も考へ 得 られ る 。恐 ら く ミ ト コ ソ ド リ ア の 化 學 的成分 が
一一

般 の 場 合 と多少 と も異 る た

め で あ
’
r
）

　
r
） と思はれ る o

・
なほ ミ ト コ ソ F リア の 中性赤 染色 の 例 として は GATENBY （1919） の 簡單 な記載を

見る の み で ある 。

　　　　　　　纎 毛 蟲 CDndylostoma 　sρatiosum の 分裂面 の 位置

　　　　　　　　　　　　　　 鉚　　生　　亮　　三 　　（尾 道）

　 　 　 の

　aondyl　／Ste”　a ・・1）gtio ・gum の 分裂 時 の 途中球 状 に 大核 が 鯉 まつ た 時期 に そ の 核 の
一部を或は 全部 を除き又

核を中心 2 して 前後 の 原形 質 を除 き損傷を 加 へ 爾生存 し分裂を續行す る飼體か ら該蟲 の 分裂 両 を確認 する

事が出來得 た 。 脚ち後部 の 娘個體に 新生 された 圍 口 部 の 前端 の 境界を横切 る 面が そ れ で 素人考 に も斯樣 に

豫 想 され る 齷で は あ る が 實 驗的 に そ の 面 を動か し得 ない こ とが 確證 され た 。分裂面 に 於 い て の そ の 分裂 の

カは非 常 に 旺 盛 で 體 の 如何 な る部分 の 原形質 の 損傷 に も殆 ど左右 され る もの で は ない 。それ を證明す る た
’

め に 詣種の 手 術を行っ た が そ の 結果 以 丁・の 結論が 出 た 。
L 大核が 球駅 に 逹す れ ば その 時期 に 大核 を除去

して も原形質 の 分裂は續 き無核 の 娘個 體 が 出廉 る ．
2．前分裂 體の 圍 口 部 の ト

’
位 に あ る後 部分裂燈 の 潤 口

部 の An ｝Lge を又大核が 球状 の 時期 こ於け る 分裂面 の 一部を 損傷す る こ とに よ つ て 核は そ の 分裂樣式 を 途

中で 變 更 し 原形 質 の 分 裂 も停 止 す る 。
＆ 損傷 を受けた原形質 の 部分は 分 裂時 の 核の 條件 に適する樣 ，本

來の 形｝状に復歸する こ とに 努 め る
。

4・後部 の 娘個體に 新 生 され た 圍 口 部の 最 ド端 を横 WJつ て 切斷すれ ば

分裂 は せ ず 口 を前後 の 兩端 ピそれぞれ備へ た畸形體 が 出來 る 。 6・そ の 際大核 は 分裂 を績行せ ん とす る力

と中 1ヒせ ん とす るカ とが相拮抗 し て 非常に 不 安定 の 賦態を示 す 。
6・結局後 部 の 新生 され た圍 口部 だけ を

残留せ しめ て 殘 餘 の 原形質 を除けば二 個 に 分裂 は せ ず 圉 口 部に 僅か ば か りの 殘蝕 の 原形質 を 添 加 す る こ と

に よ つ て 分 裂 は 完 成 され る。 7・後 部の 新生 され た 圍 口 部の 前牛を附加 して 切 籔すれば前部の 娘個體は そ

の 後端 は 髢泪 を 有す る か ，後端 に 透 明な組 織を有す る もの が 生 じ後端に 口 は 出來 ない が 後部娘個 盟の 組織

と して 最後 ま で 残在 し 淌 滅 しない 。
8．前 部の 娘 個 體 に 相當す る部分 の 中央部 に横に 傷 を入れれ ば核 の 不

等分 裂が行は れ前後 兩娘｛固體に 移入 され る核原基 の 量 に著 しい 差が現はれ る 。 郎ち前娘個體に 少な く後部

の それ に 多量 に 移行す る 。

」

’

兩 棲類に於 ける倍數體の 生 活 力 と生 殖腺の 分化

　　　　　　　　　　　　　　 川　 村　 智　 治 　 郎　　（置島）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　受精卵 の 低褞處理 に よ つ て 得た 各種 の 倍數體及び モ ザ イ ク 體 の うち ， 今 日蓮に よ く威 長 した もの は有尾

類 ］）同質 3 倍睡 （ヰ モ y）．，　2）同質 ¢ 數一3 倍體 （ヰ モ リ）・3）異質 3 倍 te ・ヰ モ リ 9 × シ リ ケ ソ ヰ

モ リ δ）．無 尾類 ・ 4） 同 質 3 倍體 （ト ノ サ マ ガ ヘ ル ｝，
5＞ 同 質 2儔

一4 倍 體 （ト ノ サ マ ガ ヘル ハ 6）異 質

3 倍體 　ニ ホ ン ア カ ガ ヘル e × ヤ マ ア カ ガ ヘル 6 ）の 6 型 で あ る 。
ユ｝ 及 び 4） の 威長 度は 2 倍體 と略同

『

様 で
， 外 圍 に 對 す る 適應力 は 寧 ろ之 よ り勝 つ て ゐ る 樣に 見 え る

。
3 倍數 ヰ 毛 り で は雄 の 數が 甚だ少し・が ，

ト ノ サ マ ガ ヘ ル で は 母蛙 に よ つ て 性比 が 不 定で ある 。 精藁 の 大きさは ユ），4）共 に 2倍 體に 劣 らない が ・

第 ユ 硼 威數分裂が異常 とな り ， 性細胞 の 大部分が暹化す る の で ，精罎内 の 精子數は 甚だ 少い
。 卵禦 は 發 育

不 良そあ る が ，
宕 箇年以 上 電育ずる と個體 に よ つ て 少數 の 肥 大 L

’

た 卵 を 有す る に 至 る。か か る もの で は輪

卵管 の 發 育 もよ い の で ，蓉卵時期 に若干の 威熟卵を得る 事 が 出來 る と信ぜ られ る 。
2）は 幼生 時代 に 尾部

の 衷皮 に 少數 の 牟數細胞が 3 倍數細鮑 聞に 交 つ て ゐ る 事 を 發見 し た ／個狸 で ， 目 卜飼育中 で あ る 。 尾部が

多 少畸形で ある が ，發 育は 極 め て 顯 で X， る 。
5）は今 日迄 に 4 匹 得 られた 。 體 の ユ側が 2 借數で ・ 他

の 側が 4 倍 數細 胞が らな る 。 最初 の 2 箇年は略正 常 の 發 育を し た が ， その 後次 第 に 畸形 となつ た 。
2 匹

に矯，2 匹 は 雌 で あ る 。
3＞と 6）は 母親 の

’2 ゲ ！ ム ζ父親 の 1 ゲ ノ 轟 を有する もの で ， 發育は 母親 と大 ・

●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぴ
差が ない ・蹴 3）で は 2 倍數囃 齢 り劣 り ，ヰ モ リに 近 い 。

3） 嫡 ちク囓 的贈 が屮捌 出來 る もの

は全部 雌で ，卵集 の 發 育は 同質 3 倍體 と 同 樣 に 不 良 で あ る 。

　問 　
2 倍

一4 倍 數 ト ノ サ マ ガ ヘ ル で 生 憩腺 も同樣に 2倍數 と 4 倍數 とに 別れ て ゐ ますか 。 （岡田　要 ｝

答 今迄 躙 べ た 2 匹 駕
1方鞭 粹 の 2倍 數 ・ 他方は 2 臟 と 4f繖 の 飴 で あ o

’
・
・k す．之 姓 蠍

が 不 對 の 原基 か ら出來 る た め で あ る と思 疑ます 。 て川村 智治 郎 〕　　　　　　　　
1

　　　　　　　　　　　ヤ ワ
・
カ イ メ ン の 幼 生 に 就 い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　　　　　　　｛左　　々 　　禾　　作宇　　男　　　（仙臺）　　　　　　　　　　　　．

古轍 繭 綿 の 幼 生 に 闘す る 瀦 瞬 し
・ 儲 は 昨年 ・・ 月末驚 糊 よ り多 數採集せ る、ヤ ・ カ イ ・ ソ

Sponyiilaぬ 飆 廟 ANNAND ・U ・E を飼 育中多數 の 幼生 を 見 た り
。

以 下撰察 せ る 結果 を遞ぶ 。 形 状 は 球 又 は

楕 圓 に して 直徑 45〔〕− 820 君 怦 均 658・7 μ） あ り。 體の 表衝 に 長 さ 10 一 20 μ （甼均 15．6 μ ） の 繊毛 を 密

生 す 。 色 は牟透明 に して 乳 白色 を呈す 。 丙部は 牛 ぼ 室 な る嚢 胚 に して 充 て る部分 に繊翡 なる針状の 幼生骨

片を有す ・ 其 の 長 さ 5D − 220 μ （李均 131 ・26 ，），幅 3 ・8 μ （雫均 4．69 ） あ り。水 よ り僅 か に 重 く靜

水中 に 沈下 す 。 幼 生 は 體 表 を 被 ふ 讖 毛 を動か しつ つ 旋圏蓮動 をなす が 其 の 方向は時計 の 針 と反對 に し て 左

旋囘 が普通なれ ど稀に 右碇囘 をなす もの あ

．
り。 運動 中 亀室 な る 部 を 上方 に 充 て る 部 を 下方 に 位 置す 。 靜 水

中 に 於 て は 多 くff上 する こ と な く水匠 1こ て 旋 囘運 動 を橇績 し厚 ポ ユー1・5　mm の 雛 硝子 の 障壁 を越す も
の 稀 な り。 族囘 の 速度及び移動 の 距 睡 ，．方向等は 個 體 に よ り…定 せ ざ る も膃度に よ り著 し く左右 せ らる。

0°C よ り 5° C 間隔に 40℃ に 至 る 迄 測定 した る 結果 ，李均 の 移動踵離 は 0 ℃ よ り 5 ・C に 於 て 急 に 増 加

し以後 30°C 迄漸 衣埆 加 し 35°C に 於 て 俄 に 移動 を停 止 し 40 °C に 於 て は 鄙死す 。 叉旋囘 の 速度は 10 ° C 　 厂
・

よ り 30 °C の 間に 於 て 駁大値 を示 す。幼 生 は 母體 よ り放 出せ られ溝泳第 2 日 目 よ り第 4 日 月迄 1ヒ大牛 は

着生 を 終 り遽 く も 1 邇 間 以 内 に 全部着生 す 。 着生 の 際 は 邂離 の 際 と同 樣充 て る 部分を 下位 に 保 ち た る 儘 落
付 き變 態を な し ユ個 の 口 （出水孔 ） を有す る 扁 不な る 小 海縞 と な る 。繊毛 室 は 大部分着牛 後 簡もな く形威

せ ら る る も鮮詠幼 生 に 於 て 已 に 形放せ ら れ居 る もの あ り。

　　　　　　　　　　　　　7 ナ ム シに 於 け る生 殖欒の 原 基並 び に 其發 育

　　　　　　　　　　　　　　　 不 宕 馨 邦 ・野 田 親 治 （展島〕

　　　 フ ナ 4 シ Ligia
　

eno ．’i　 a （：“OJ．’x ） に 於 て は 購化直後 の 體畏 4mm 前後 の 幼體 に 於 て 胸部 第二 第 三 綿 の 中

　　 間あた り ， 淌化 管 の 直背 に 1 對 の 長 楕圓形の 生殖腺原基 を認め る 事が 出來 る 。 こ の 時期 に 於 い て は ま だ 雌
一

雄 の 別 が 分明 で な い が ・母體 の f精 室 を m し た 6mm 前後 の 個體 に 於 し・て Ftta〈生 殖腺 原基 に 雌雄 の 別 力；

　　 現 は れ る 。 精集 の 分化 は 卵集に 比 して 早期 に 見 られ る c 體長 20mln 前後 に 至 つ て 陰莖 も形威 され略完威

　　　した 雌 雄 の 個體 と な り參瞶 に 入 る 。

　　　 寺尾
・
錬兩氏 （1926） は 先 1こ ，幼體 の 胸部第七節及 び腹部第一

及第二 節 に 相等 す る 部 に 存在す る 3 對 の

　　 細 匏群 を 目 して 生 殖腺 の 原基 と し た 。 吾 々 もこ れ らの 細胞 群を まだ保育室 内 に ある 幼個體に於 い て 明瞭 に

　　 認 め た の で 相當後期 ま で その 變化 を追 跡 し て 見 た が こ れ ら の 細胞群ぽ何等變 化せ ず ， 勿論生殖腺形威 に參
’

　　興す る 樣な形跡 は 認 め る 事が 出來 なか つ Yr。 それ らは發 育 と共に 只僅か に ， そ の 細 胞數を 塘加す る に過 ぎ

　　 ず ，雑雄 典 各生殖 膿が 略完 威せ られ た る 20mn1 前後 の 個體 に 於い て も依 然 と して こ の 細胞群 の 存在す る

　　 を認 め る 事 が 出來 る の で あ る 。 徒つ て こ れ らの 細胞 群は生殖腺 の 形放に 際 して は 何等 の 役 目 も果 さ ない ｛）

　　
の と考 へ て よ い が ，然 し こ の 細胞群 の 有す る意昧 に就 い て は 明 か に す る を得なか つ たD

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 唖

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 噺
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